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愛車とモービル機遍歴（後編）   JA1WOB齋藤章 

 １９８９年に約７万キロ乗ったランサーEX1400から、トヨタカムリ 1800ZT に乗換ました。

エンジンは 4S-FI DOHC 1838CC 105PS 

この車に乗り替えた１年後の１９９０年に QRT状態から

復帰して、240グループに仲間入りして、本格的モービ

ル運用が始まりました。 

写真のモービルホイ

ップはトランクリッ

トに取り付けた

50mhzの 1/2λとル

ーフレールに付けた

144mhz/430mhzの

モービルホイップで

す。 

トランクリットの左側には、21Mhzのモービルホイップがありますが写っていません。 

無線機は再開局した時の IC-726Sを固定局とモービル局

の兼用で使用していました。 

暫らくして、FT-690mk2の単体をモービル用にしました

が、2.5ｗでは非力なので、FL-6020のリニアを追加して

10Wモービルになりました。 

それでも、新青梅街道のノイズ地帯ではメリットが悪く 

なるので、更にHL-66Vを追加して、50Ｗモービルとし

ました。 

FT-690mk2+ FL-6020はモービルから外して移動運用にも使用して、移動無線運用の楽しさを教

えてくれたＲＩＧです、電波伝搬実験では赤城の地蔵岳にシールドバッテリーと共に担ぎ上げて

コントール局をした事もありました。 

また、430Mhzはハムフェアーで中古の FT-73の FMハンディ機を仕入れて、モービルから 5W

で使用していました。 

 

１９９８年、カローラ１５００SE に乗換ました。エンジンは 5A-FF DOHC 1498ＣＣ 

100PSです。 

写真は、所沢市にある通称「葡萄峠」です。 

移動運用スタイルは２エレ HB9CVが定番で 

電波伝搬実験等では、アンテンの 1/2λのロッド

ＡＮＴを取り付けて、水平/垂直の偏波を切替て 

行っていました。 
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右下の写真は、ダッシュボードの上に乗せて、埼玉県県民の森公園駐車場から、電波伝搬実験に

参加した時のトリオの TR-9300+HL-66Vです。 

モービル走行運用時には、センターコンソルボックスに上

に取り付けて運用していました。 

FT-690mk2のＰＬＬが不調で修理しましたが、移動運用中

に不安定になるので、ＦＴ－８１７ＮＤに変更しました。 

オールバンドオールモードの FT-817NDで、50mhz、

144mhz、430mhzの移動運用は勿論ですが、HFの移動運

用を始める様に、なりました、7Mhzの１/２λフルサイズ

ダイポールを仮設すると、SSBの 5W出力ですがそれなり

に国内 QSOは可能でした。 

開局当時の五十数年前には、10Wの AMでも１/２λフルサイズダイポールを張って、国内全国と

交信出来ましたから、やはりフルサイズアンテナはＦＢですね。 

更に、コンディションの良い時は、車のトランクリットに取り付

けた、2ｍ足らずのモービルホップでも、２、０、７エリアの近場

の交信は可能でした。 

奥多摩の三頭山に移動運用した際には、Eスポの発生もありまし

たが、21Mhzの SSBで１・６・7．８エリアとの交信が多数でき

て 5Wの威力に感心しました。 

 

また、自転車の籠に FT-817ND を入れて、ハンドルにアンテンの

50mhzの 1/2λを取付て、多摩湖の狭山富士に自転車移動もして

みました。（右の写真はその時の様子です） 

 

次に、2009年カローラアクシオ 1500に乗換ました。 

エンジンは 1NZ-FF 1496CC 103PSです 

アンテナは 3/8λをトランクリットに取り付けました。 

ＸＹＬからアンテナは１本と云われていたので 144/430 はマグネ

ット基台で間に合わせました。が、！最終的にはトランクリット２個の基台が取り付けられま 

した。 

（写真は、梅ノ木峠） 

無線機は、TR-9300や FT-817ND から FT-857DMに変わ

り、セパレートキットによって、本体とコントロール部が

分割できるので、運転席周りがスッキリする様になりまし

た。 

この FT857DMは、電波伝搬実験のコントロールを行う為

に、赤城の地蔵岳に担ぎ上げて、標高 1600ｍ地点で 

50ＷでＱＲＶしました。 

電波伝搬実験終了後、１０時４５分から１１時３５分の５

０分間で２０局から続けて呼ばれ続けました。 
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ロケーションの良い所からのＱＲＶは楽しいものです。 

 

 

２０２０年、ルーミー に乗換ました。エンジン DOHC 

996CC 69PS 

古希を過ぎて、運転も少々不安になりましたから、サポカ

ーの 1000CCクラスを探していると、ルーミーに出会いま

した。 

取付けが容易でないアンテナ基台も何とか取付けました、 

最初の車はサニー1000でエンジン 988CC 56PSでしたから、50年過ぎて同じクラスのエンジ

ンで、69PSは技術の進歩には驚きます。 

ＦＴ－８５７ＤＭ本体は助手席の下に置き、コントールパネルはフロントのモノ入れに発砲スチ

ロールとＬ金具を使って取り付けました。 

また、車内スペースもサニー1000に比べれば広く圧迫感がありません。 

アンテナはルーフトップ後ろに 50Mhzの 1/4λセンターにマグネット基台で 144mhz/430mhzの 

アンテナを取付けています。 

ルーフトップで高さが 1ｍ70有るので 50Mhzは 1.2ｍの短縮 1/4λを取付けています。 

 

前編で紹介した、あの狭いサニーに大人５人が乗って、埼玉、群馬、長野と走り回り、イグニッ

ションノイズの底から聞こえてくる AM電波に耳を傾けていた、青春時代が懐かしく思いだされ

ます。 

コロナ禍で、なかなかモービル運用や移動運用も出来ませんが、早くコロナ終息を願いうばかり

です。 

 

 終わり 
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